
１　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た

取
組
等
に
つ
い
て

　

７
月
30
日
に
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
沿
線
地

域
の
公
共
交
通
に
関
す
る
調
査
・
検
討

協
議
会
」
の
第
５
回
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
各
交
通
モ
ー
ド
に
係

る
運
行
収
支
、
運
行
開
始
ま
で
に
要
す

る
期
間
な
ど
の
基
幹
要
件
を
は
じ
め
、

運
行
能
力
面
、
利
便
性
の
主
要
部
分
を

検
討
事
項
と
し
、
実
現
の
可
能
性
、
住

民
の
足
の
確
保
、
経
済
的
合
理
性
の
視

点
か
ら
、
実
現
可
能
な
交
通
モ
ー
ド
と

し
て
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
全
線
復
旧
」「
鵡
川
・

日
高
門
別
間
の
鉄
道
と
バ
ス
」
「
全
線
バ

ス
」
の
３
案
に
絞
り
込
み
、
今
後
は
町

長
会
議
で
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
７
月
27

日
に
国
土
交
通
省
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
及
び

関
係
者
に
よ
る
支
援
・
協
力
に
つ
い
て

公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

に
対
す
る
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
監
督
命
令
が

発
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
北
海
道
運
輸
局
鉄
道
部
長
か
ら
、
説

明
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
は
、
札
幌
市
圏
内
に
お

け
る
非
鉄
道
部
門
も
含
め
た
収
益
の
最
大

化
や
、
地
域
の
関
係
者
と
の
十
分
な
協
議

を
前
提
に
、
事
業
範
囲
の
見
直
し
や
業
務

運
営
の
一
層
の
効
率
化
な
ど
、
収
益
の
増

加
と
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
み
、
徹
底

し
た
経
営
努
力
を
行
な
う
も
の
と
し
、
事

業
範
囲
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
よ

り
も
他
の
交
通
手
段
が
適
し
て
お
り
、
利

便
性
・
効
率
性
の
向
上
も
期
待
で
き
る
線

区
に
お
い
て
、
地
域
の
足
と
な
る
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
を
進
め
る
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

　

関
係
者
に
よ
る
支
援
・
協
力
と
し
て

は
、
国
の
支
援
は
、
国
鉄
清
算
事
業
団

債
務
等
処
理
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉄

道
運
輸
機
構
を
通
じ
て
行
う
も
の
で
、

平
成
31
年
度
及
び
平
成
32
年
度
の
２
年

間
に
お
け
る
支
援
内
容
と
し
て
、
利
用

が
少
な
く
鉄
道
を
持
続
的
に
維
持
す
る

仕
組
み
の
構
築
が
必
要
な
線
区
に
お
け

る
鉄
道
施
設
、
車
両
設
備
投
資
な
ど
に

対
し
、
地
方
自
治
体
の
同
水
準
の
支
援

を
前
提
と
し
た
支
援
、
経
営
基
盤
強
化

に
資
す
る
前
向
き
な
設
備
投
資
に
対
す

る
支
援
な
ど
で
、
２
年
間
の
総
額
は

４
０
０
億
円
台
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
８
月
20
日
、
管
内
の
町
長
会

議
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
綿
貫

常
務
か
ら
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
鵡
川
・
様
似

間
を
バ
ス
転
換
し
た
場
合
の
支
援
策
や

護
岸
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
バ
ス
路
線

に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、
収
支
想
定

に
よ
り
バ
ス
運
行
開
始
後
18
年
間
の
自

治
体
負
担
額
へ
支
援
す
る
こ
と
、
列
車

と
バ
ス
の
定
期
料
金
と
の
差
額
支
援
に

つ
い
て
は
廃
線
し
た
時
点
の
在
校
生
が

卒
業
す
る
ま
で
続
け
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ
日

高
線
は
様
似
町
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
え
り
も
町
ま
で
の
乗
り
入
れ
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
、
鉄
道
用
地
な
ど
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
場
合
に
自
治

体
へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
、
乗
車
人
数

に
合
わ
せ
て
大
型
や
小
型
バ
ス
、
ワ
ゴ

ン
車
を
導
入
す
る
こ
と
、
通
学
生
や
住

民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
高
校
へ
の

乗
り
入
れ
や
病
院
、
商
業
施
設
付
近
に

停
留
所
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
の
考
え

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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護
岸
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
資
金
の

手
当
が
つ
く
範
囲
内
に
お
い
て
コ
ツ
コ

ツ
と
積
み
上
げ
て
い
く
と
し
、
強
固
な

護
岸
対
策
を
採
る
こ
と
は
難
し
く
、
今

後
の
護
岸
整
備
に
つ
い
て
は
国
や
道
と

相
談
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

鵡
川
・
日
高
門
別
駅
間
に
関
し
ま
し

て
は
、
仮
に
鉄
道
運
行
を
再
開
す
る
と

し
た
場
合
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
地
元

と
協
議
を
要
す
る
部
分
と
し
て
、
持
続
的

に
維
持
す
る
費
用
が
営
業
損
失
と
施
設

な
ど
維
持
費
を
合
わ
せ
年
３
億
２
千
万

円
、
再
開
に
必
要
な
折
り
返
し
設
備
な

ど
の
初
期
費
用
が
６
千
万
円
、
ま
た
、

運
行
面
で
は
、
現
在
、
苫
小
牧
・
鵡
川

間
は
１
日
８
・
５
便
で
す
が
、
運
行
再
開

後
の
想
定
は
鵡
川
・
日
高
門
別
間
が
４
．

５
便
に
減
り
、
苫
小
牧
・
鵡
川
間
と
同

便
数
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
、
現
在
の

代
行
バ
ス
運
行
の
８
便
と
比
較
し
て
も
、

利
便
性
が
低
下
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
大
狩
部
・
厚
賀
間
の
護
岸
決

壊
に
よ
る
土
砂
流
失
に
つ
き
ま
し
て
、

損
壊
箇
所
の
応
急
措
置
は
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
恒
久
対
策
の
目
途
は
見

え
な
い
た
め
、
日
高
町
村
会
及
び
日
高

総
合
開
発
期
成
会
と
し
て
、
去
る
７
月

25
日
、
北
海
道
の
関
係
部
及
び
北
海
道

議
会
の
各
会
派
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し

速
や
か
に
対
応
す
る
よ
う
指
導
を
要
請

し
て
い
ま
す
し
、
更
に
、
今
回
初
め
て

北
海
道
と
の
合
同
の
中
央
要
請
活
動
と

し
て
８
月
７
日
に
上
京
し
、
道
内
選
出

の
国
会
議
員
並
び
に
国
土
交
通
大
臣
、

副
大
臣
、
政
務
官
を
は
じ
め
関
係
官
僚

に
対
し
ま
し
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し

災
害
復
旧
に
向
け
た
指
導
を
行
な
う
と

と
も
に
、
国
な
ど
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
代

わ
り
復
旧
整
備
が
で
き
る
仕
組
み
の
創

設
の
要
請
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

農
作
物
の
生
育
状
況
と
販
売

状
況
に
つ
い
て

　

８
月
15
日
現
在
に
お
け
る
主
な
農
作
物

の
生
育
状
況
で
す
が
、
北
海
道
農
政
事
務

所
に
よ
る
道
内
の
水
稲
の
作
柄
状
況
は
、

６
割
以
上
の
地
域
で
「
不
良
」
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
６
月
中
旬
か

ら
７
月
中
旬
の
気
候
が
低
温
・
日
照
不
足

で
推
移
し
、
分
け
つ
が
進
ま
な
か
っ
た
た

め
、
穂
や
も
み
の
数
が
「
少
な
い
」
と
予

想
さ
れ
た
た
め
で
、
厳
し
い
見
立
て
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
日
高
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
町
内
で
の
生
育
状
況

調
査
で
は
、
平
年
の
４
日
遅
れ
と
い
う
評

価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
の
生
育
は
比
較
的
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
以
降
の

日
照
不
足
に
よ
り
生
育
は
鈍
化
し
、
収
量

は
平
年
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

牧
草
は
、
一
番
草
は
平
年
よ
り
も
約
１

か
月
の
収
穫
遅
れ
と
な
り
、
品
質
や
栄
養

価
の
低
下
が
著
し
く
、
二
番
草
の
生
育
遅

れ
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

次
に
８
月
31
日
現
在
に
お
け
る
新
冠
町

農
協
取
り
扱
い
の
農
作
物
販
売
総
額
は

５
億
３
８
０
７
万
円
で
、
前
年
か
ら
10
．

５
％
の
増
、
金
額
に
し
て
５
１
０
０
万
円

ほ
ど
上
回
る
状
況
で
す
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
ピ
ー
マ
ン
は
、
前
年

対
比
、
販
売
単
価
で
１
６
１
円
、
販
売

金
額
で
は
４
３
０
０
万
円
ほ
ど
上
回
る

４
億
５
５
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

振
興
作
物
の
ア
ス
パ
ラ
の
販
売
金
額

は
、
前
年
を
約
４
０
０
万
円
上
回
る

３
９
５
８
万
円
で
し
た
。

ピーマン選果場の作業の様子

ＪＲ日高線の被害状況

第３回定例会

　９月 11 日に招集された第３回定例町議会は、９月 19 日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、鳴海町長、山本教育長の行政報告のほか、平成 30 年度の補正予算などが審議されました。

　町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。

不通が続くＪＲ日高線、実現可能な交通
モードの絞込み検討が進められています
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